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現代生清に於て電作;,電話,放送等の適いが如伸こ大

切な役割を占♂)てHるかは一寸考えて見れば誠に別々l⊥l

々の である｡=芹し一時間でも止ったら殆んど総ての祉

会機能が止ってしまうっ電力,水道と同等或はそれ以上

の 要性を持っているのであるが,一般にほそれ

な関心を持たれていない｡ ユダレ,ノビ てても,工場を設置

しても,他の施設の一席後から考えられるのが口木でほ

常識の様だ､1それで一度使い始めると~小時の停⊥とも.;′l二さ

れないし,多くの場合ほ年中休みなしに旭川されてい

る｡ に附属品的に考えられながら不可欠の施設であろ

う｡

社会生清に於てほ,人間柏~卓二の意志の伝連なしにほト■j

附な運営はJl-1来ないのであり,歳も迅速に由二接的に相互二

の辿絡をとるにほ通信機に依る外力法がないとすれば,

通日機の大切なことは当然である｡

太■戸!】▲以来,柚互の意志の伝達i･よ,声と聴党,表情,身

振りと視冤に依っている｡遠隔の通†利こは太鼓や鉢を打

ち,叉火や煙をJ‖し､て行け如こしていた｡この方法ほ太て1丁▲

から近代まで非常に永い問使用しつづけられている､〕現

在でもなお未開人の間でほ唯一の遠隔通†j‡法として使わ

れているし,われわれのfヒラー占の中にもこの方法が生きて

いる｡

然しながら電イーて機の発明,次いで電話機の党別が.近代

通信の 源であり,文別/仁清にエポックを作ったもので

あろう｡有線適ぶの発達は交通機関の発達と並んで郎離

に依る不便を著しく軽減して文化の進展に大きな寄与を

しえ二｡

次いで20世紀の初めに無線電信が実用期忙入り,通

信はそれ以前に於ける多くの制限を克服して,世射通イr言

網の完成に貢献した〔}

ド･ホレー氏による三極管の発別は無蘭叔瀾の飛 的

な進歩を促し,叉有線プ九如こ於ても中継方式,搬送電詔

の新技術を生んで現在の通信を確立Lたといい得るであ

ろう｡ラジオ放送,テレビ放送も電子管の党別のお蔭で

あり,又レーダー,方向探知機等の各種の航法機揖ガ次

々と出現して無線通信機の完備と柏侯って航海航空の安
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仝度は遥かに向｣二した｡

電手管の侶項ほ通H接邪の躍進を促しイこが,7宣子_Ⅰ二′‥声
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新産業を

しい学問の分野を生みF-11し,又電二｢｣二業という

た∪20111二紀前半の-､i二世紀ほ正に電子二丁二

′､芦の発遁の時代であるといえようし

電子工 の成果は通ぃ技術から始まったが,現在でほ

我々の生活の中にどんどんu透して来ているし.

家庭の小を一､J一見ても,ラジオ･テレビほ勿論エレク

トロニックスの 籾 ているが,電灯にしても水圧

御厄介になったドl熱畑は何略の間(･こか出光畑に変りつつ

あるし 電蓄,テープレコーダ等も伴屯子.~T二芽;の製品で

ある｡

航空機や船舶についてほ上に述べた通F)であるが,術

を走るタクシーも無視機をつけて,甘即的な運転透して

いる.｡

l矢松方両もハ▲くから知られているⅩ線装苫せ斬世とL

て各瞳の光線治療器や診断川機紬ニュレクトロニックス

を応皿している.

バスや列車もラジオや無線機を装備Lているし,事務

方向もインターホーン,テープレコーダを始めボツポッ

電子計算機も登場しているL〕

オートメーションともなれt･ど,その-一行休ほ勿論エレク

トロニックスである､つ

このように見て来ると今後の~世界はエレクトロニック

スの 代といい得るr｡動力源としての.I京子力と行沌コン

トロール要 とLてのエレクトロニックスの今後に於け

る進歩ほ兵に興味溌いものがある｡

斗割こ戦後に於ける墨壷体研究の成果ほ目覚ましいもの

があり,電子管の欠点を補う優秀な特長を持った行種の

トランジスタを次々と生み刊している｡

今後これ等のトランジスタの発建とその応用面の開拓

ほ,エレクトロニックス応用の分野を益々拡大してゆ

き,その止る処を知らないであろう｡

今回通信機器特集号第3集を刊行し以上のべた趨勢に

対する最近の技術の一端を紹介した｡わが国通信技硝明

動｢占jをうかがい知る一助にもなれば望外の喜びである｡′




